
 記 者 発 表 資 料                  令和４年１０月２５日  

          雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会 

上流支局 事務局 湯沢河川国道事務所  
 

～灯油等の取り扱いが増える時期を前に～ 

 

オイルフェンス組立設置演習を実施します！ 
 
 

  雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局（事務局：湯沢河川国道事務所） 

では、下記のとおり水質汚濁事故を想定したオイルフェンス組立設置演習を実 

施します。 

 この演習は、雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会の事業の一環として、毎年、 

暖房などによる灯油の需要が増える時期に行っているものです。今年は、約５０ 

人規模で実施する予定です。  

 

記 

１．日   時  令和４年１０月２７日（木）１３時３０分～１５時００分 

２．場   所  大仙市藤木字丙大久保地内 

（出川左岸 出川河川公園内（別紙参照）） 

３．参加予定者  雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局の構成機関 

        （湯沢市、大仙市、仙北市、羽後町、東成瀬村、秋田県、 
国土交通省、消防関係等） 

４．演 習 内 容  河川などへの油流出事故を想定した措置演習  

        （汚濁物質の拡散防止対策工、オイルフェンス設置ほか） 
 

〔Ｒ元年度の演習状況〕        〔Ｒ元年度の演習状況〕 

    
＜ 発表記者会：秋田県政記者会、横手記者会、大仙市地方紙 ＞ 

問い合わせ先 

雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会（上流支局） 

事務局 ： 国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所 

                副所長(河川)   阿部
あ べ

 健一
けんいち

（内線２０４） 

              河川管理課長   栗田
く り た

 政
まさ

芳
よし

（内線３３１） 

ＴＥＬ ０１８３－７３－３１７４（代表） 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位
置

図
 

会
場

:
出

川
河

川
公

園
 

出
典
：
地
理
院
地
図
に
位
置
等
を
追
記
し
て
掲
載

 



 
 

＜雄物川上流域における近年の水質事故通報状況＞ 
 
 

例年、水質事故の主な原因としては灯油などの流出が大半を占め、原因別では半数
近くが機器の操作ミスや管理不備による故障などの人為的な単純ミスによるものと
なっています。 
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雄物川（上流）での水質事故通報件数

（令和４年は９月末現在）

▲ 過去５ヵ年の原因物質別事故件数 

・全体の約９割が「油類の流出」が原因。 

灯油、軽油や車両関係のオイルなどが主原

因となっており、過去５ヵ年にあった通報

件数２４２件のうち、２２４件を占めてい

ます。                                      

▲ 過去５ヵ年の原因別事故件数 

・事故の原因は、４回に１回が「操作ミス」。 

特に多いのがホームタンクからポリタンク 

への小分け中の不注意。ちょっと目を離し 

た隙に・・・というのが多い傾向にありま

す。                                      

油類の流出

224件(93%)

化学物質の流出

1件(0%)

排水・汚泥

等の流出

4件(2%)

不明

8件(3%) 自然現象

5件(2%)

雄物川（上流）過去５ヵ年

（H29～R3）原因物質別事故件数

操作ミス

61件(25%)

機械

の故障

52件(22%)

交通事故

34件(14%)

不法投棄

2件(1%)

その他

19件(8%)

原因不明

68件(28%)

自然災害

1件(0%)

自然現象 

5件(2%)

雄物川（上流）過去５ヵ年

（H29～R3）の原因別事故件数


